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バックキャスティング 失われた20年と日本の現状 

１９５０年代  １９６０年代  １９８０～     

家事労働の軽減    余暇の充実       

人口分布 

三種の神器 
（テレビ、冷蔵庫、洗濯機） 

新三種の神器 
（カラーTV、車、エアコン） 

65歳 

40歳 

20歳 

 若さにあふれた社会  

 
１９８０～ 
幸福度≠物の豊かさ 
 

■強いアメリカの存在 
・アメリカに工場移転 
・アメリカは、ＭＰＵ、ＩＴ 
 を巨大産業に 
 

■アメリカのＩＴの強さが 
  世界を席巻 
 
インテル、マイクロソフト 
グーグル、アマゾン、 
ﾌｪｰｽﾌﾞｯｸetc…. 

幸福度＝物の豊かさ  
■日本ものづくりの 
強さが世界を席巻 
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家電産業は欧米が創出 

IT産業も欧米が創出 
 

失われた20年のスタート 

震災の経験 

http://upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/7/78/Early_portable_tv.jpg
http://upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/c/ce/Air_Condition_Unit_Interior_View_USA.jpg
http://upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/f/f4/First-corolla.JPG


3 写真提供：日刊工業新聞、東京電力、里見喜生氏 
大災害から改めて気づかされたこと 

「備える」 
不測の事態と予測可能な未来に対する将来の備えを 

もう一度しっかり見直すべき 

その方策のひとつが、 

日本が得意とする「ロボット技術による備え」 

しかし、世界は・・・・ 

http://www.asahi.com/photonews/gallery/fukushimagenpatsu/110330c.html


    米国DARPAはヒューマノイド開発を始めた  

ヒューマノイドの研究開発は日本が先行 

米国は、冷徹に原発ビジネスに着目・・・・・廃炉、事故etc…. 



 フォアキャスティング：世界中がITの次のビジネスを探し出した 

◇ICTの次なる成長源は超高齢社会への対応 

◇真のWell-beingを実現するためには、IT+ロボット技術 

ICTのビジネス成長モデル 

IoT？ 



  

・世界はロボットをビジネス（既存ビジネスの強化と 

          新規事業としてのイノベーション）として見ている 
 

・日本は、最先端の技術開発のみを見ていないか？ 
 

・技術で勝って、産業化（ビジネス）で負ける・・・・・ 

Googleの自動運転ロボットカー Amazonのドローン 

◆自動車はセンサー 

  人の行動パターンを収集 

◆物流に活用 

◆物流に活用 

IoT ビジネスの一例 



過去の産学官連携のロボットはビジネスにならず 

◆先端技術であっても、真に便利なものでない限り一般の人は使わない 

◆単機能ロボット単体では、顧客価値提供が不十分 ⇨ ソリューション化が不可欠 
               

       ＜死の谷を乗り越える仕掛けが必要＞ 
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松下記念病院で薬剤等の搬送をアシスト 

 死に谷を乗り越える： 主役は病院スタッフでロボット革命進行  

 ◆ロボットありきでは無く、現状を変えるんだという現場の意識改革からスタート 

 ◆１年がかりでロボットとは何か、導入することの喜びを共有化  

       ⇨ ロボット単体ではなく、ソリューション化して2010年導入 
 

 4年が過ぎ、医者、スタッフ、患者、みなさんがロボットを意識しない病院を実現 

../%E4%BA%AC%E9%83%BD%E8%AC%9B%E6%BC%94%E4%BC%9A20120214/%E6%9C%AC%E7%95%AA%E7%94%A8/hospi_jp.wmv


日本に技術はある 死の谷を乗り越える方策は？ 

応用研究 

１．オールジャパン体制で 

  ロボットソリューション 

２．市民参画の活動 

      ⇩ 

 ロボット革命の実現を 

基礎研究 

産・官・学 民 

無数の 

アイデア 

選択と集中 

実用化開発 
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欧米は軍事調達をうまく活用
して死の谷を乗り越えている 



１．オールジャパン体制のソリューション活動例 

顧客はソリューション
を求めている 

産総研発のベンチャーが、ロボット開発メーカをオールジャパン体制で結集させ、 

介護施設と繋ぐことで、元気高齢社会を実現するロボットソリューションを提供する 

本年11月より、30施設で実施。AI・ロボット活用のノウハウをオールジャパン体制で構築 



 ２．市民参画の活動例：  市民視線でのイノベーション創出       

NEDO支援 

日本初「ロボットサービス・ビジネススクール」 
に向けた調査を開始（2014/7～2015年度末） 

地場の商店街でサービスロボットふれあい隊活動を開始 

産学官＋地域連携で、ビジネス化の出口戦略を模索 

2014年4月設立 

大阪工業大学ロボティクス＆デザインセンター 学生が企業の商品化前
のロボットを商店街に 

持ち込み商品化を検討 

教
育
・啓
蒙 



目指す姿：ロボット活用の元気高齢社会をまるごと輸出 

人口分布 

三種の神器 
（テレビ、冷蔵庫、洗濯機） 

65歳 

40歳 

20歳 

新三種の神器 
（カラーTV、車、エアコン） 

町の電気屋さん 

新々三種の神器 
（生活支援サービスロボット） 
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大型量販店 

インターネット 
ショッピング 

導入期 
定着 

選択 サービスロボットは今が導入期 

1950   1960   1980   2010  ２０１５    ～  ２０５０ 

・導き手、満足いくサービス提供者 
 ⇨ 地域密着Shop店の復活  
  （町のショーケース・ファシリテーター） 
・カスタマイズ ⇨ 中小企業が主役 
 

・プラットフォーム、ソリューションの提供 
         ⇨ 大企業の役割 

2020年東京オリンピックはビジネスチャンス  

http://upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/7/78/Early_portable_tv.jpg
http://upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/c/ce/Air_Condition_Unit_Interior_View_USA.jpg
http://upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/f/f4/First-corolla.JPG


13 まとめ：日本発でサービスロボット革命を生み出すために！ 

＜死の谷を乗り越える出口戦略案＞  
 

  介護支援＋元気高齢者支援のロボットソリューション 
   ◇現状の介護対策も大事だが、介護予防も大変重要 
    ◇今の働き盛りの40年後に向けたロボット活用活動を今から始める 
 

   超高齢社会の様々な現場（職場、家庭、コミュニティ等）で 
   サービスロボットが日常生活で当たり前に活用される時代を実現 
   （労働人口層の拡大：１５歳～75歳、元気で生き生き働ける社会の実現） 

 
  市民参画のサービスロボット普及活動 （教育、啓蒙） 
 

    ◇ロボットを知るショーケース、高齢社会版キッザニアの設置  
     ◇特区を活用して、小さなコミュニティで使ってみる 

          ➡ ロボットは使ってなんぼ！ 
 

  DARPに学び、超えるために、開発支援＋調達支援 
 

    ◇ロボットを活用するコミュニティ（商店街などユーザー）の調達を支援 

人 

物 

金 

一般の人はロボットと
は何か知らない！ 
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ご清聴ありがとうございました 


